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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 本論文は、５年以上にも及ぶ現地での調査や聞き取りに基づく詳細な実証研究であり、戦後における被差別
部落の変遷の生々しい姿を、産業、人口、労働、生活、地域等の視点から明らかにした労作である。とくに、
人造真珠産業を中心にしたひとつの地区がいかにダイナミックな展開を遂げたのかを、実にビビッドに描き出
している。ともすれば、運動論や差別論に偏りがちな領域であるだけに、バランスの取れた叙述となっている。 
 また、そうした実証のレベルだけで終わるのではなく、日本の社会政策論の系譜に十分位置づいていなかっ
た同和対策事業を社会政策の視点から新たに照射したこと、また近年ヨーロッパを中心に論議が高まっている
社会的排除論の援用可能性を探り、実証研究を包み込む有力な方法論として追究しようと努めている姿勢も大
いに評価されてよい。 
 課題としては、先の社会的排除論を十分意識しているといえども、実証研究にそれが徹底して生かされてい
るかといえば、まだ彫琢を施す余地が残されている。また、分析対象となった和泉地区のケースだけでどこま
で戦後の被差別部落の就労問題等を代表させられるのかといったこともある。さらに、1980年代以降の和泉地
区の動向についても、追及すべき点がいくつか残されている。 
 しかしながら、そうした課題はむしろ今後の精進によって答えを見出していくべき類のものである。平成17
年12月６日に開催された公聴会では、申請者の報告を受け、審査委員や研究科教員からのいくつかの質問や問
題点の指摘がなされたが、申請者の応答は極めて的確なものであった。 
 以上、審査委員による審査結果を総合し、上記論文は課程博士の学位に値する優れた業績であると判断する。 
 
 
